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「石見の国那賀郡今市から東に入った山深いところに重富という地面は

今でも残っている。そこでは鎌倉時代から世々強勇の武士が生まれた。」 

これは文豪長谷川伸作『ほのほ物語』の一節である。 

重富氏は盛時八千貫といわれた今市家古屋城主福屋氏の有能な家臣と

して、代々重富の城に居城していたが、永禄４年（１５６１年）安芸の

国郡山城主毛利元就の策謀により、主人たる福屋氏に攻められ落城した。

最後の城主は重富兼雄といい、戦の有様は『ほのほ物語』や『隠徳太平

記』に詳しい。 

 兼雄の妻はツヌといい、女ながら夫に勝るとも劣らない戦いぶりで、

二つの書き物も主人公はツヌである。 

 尼御前とは戦国の男達を相手に見事に散って逝ったツヌに対する尊敬

の形容ではないかと思われる。 

       平成１４年       旭町教育委員会 

重富兼雄の妻ツヌと重富城（尼御前城）の紹介 

 

 

 

 

 

みなさん～こんにちは！ 

 

 

 

 

 初めまして！私の名前は“つぬ”と言います。“つぬちゃん”と呼んで下さいね！ 

私を書いてくれたのは、本郷に住んでおられる佐々岡健次さんです。 

これから、私と一緒に知っている様で以外に知らない地元の事をいろいろ見て 

歩きましょう！どうぞよろしくお願いします！ 

 まず、私が誰なのか紹介しますね。ご存じの方もあると思いますが… 

和田郵便局の向こう側にこのような案内板が立っています。 
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  さて、続いては和田地区に伝わる民話のコーナーです。 

 

 

             

            今の本郷生活改善センターの横の坂道を「まのみち」という。 

江戸時代初め、ここに「妖怪」が出た。恐ろしくて本郷、戸川の 

住民は夜になると通らなくなった。 

川向うの戸川に弥治右衛門という剛の者がいた。（今の大元神社の場所） 

「それなら、わしが退治してやる！」と腰に一刀を差して、夜の「まの 

みち」へと出かけた。やがて黒々と静まり返った「まのみち」のやぶから 

ゴロッ…ゴロ、ゴロッと丸い黒い玉が転がり出て、だんだん大きくなって、

見上げるほどになって…何と坂道を上の方に転がってくる。弥治右衛門は、刀を抜いて切りかか

った。「ギャーッ！」と黒い玉は異様な悲鳴を残して闇の中に消えていった。 

それから徐々に弥治右衛門の身代がかたむき、とうとう年貢を納める事が出来なくなって役人 

に追われ打ち首になった。その首は、八戸川に投げ込まれたが、役人をハッタとにらみながら、 

流れに逆らって上流に向かって行ったという。おしまい。（文・絵 佐々岡健次） 

 

 

    

 

 

 今月は本郷の 

大賀ヨシ子さんです。 

 ヨシ子さんは、 

９３歳という年齢 

にもかかわらず、 

毎日、お花やお水を持ち、 

坂道を歩いて「曽根地蔵さん」にお参りに行 

き、お世話をされています。 

 帰りには、野菜市「やつおもて」などでの 

買い物や、お店の人との話を楽しんでおられ 

るとのこと。ヨシ子さんの大らかで明るい考 

           え方と日課を続ける 

           ことが元気の秘訣の 

 ようです。これから 

           もお元気で！ 

  

 

 

 

 

 

つぬは知らなかったけど、こん

な近くにも妖怪がいたんだね～ 

アケビ アケビ科つる性落葉低木 

花言葉 「才能」「唯一の恋」 

実や若芽は食用となる。つるはかごなどを作る。 

口を開けた姿から名付けられたと言われている 

         人と人との気心が合わないという事は、すべてこの世の中の不思議な因縁に 

よるということ。「縁」は巡り合わせの意で、「合縁」は互いに気心の合う縁、 

「奇縁」は不思議な縁、「相縁奇縁」とも書く。 
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行 事 予 定（日程は変更になることがあります） 

 １０月 ６日（日）合同大運動会 

    ２３日（水）食育講座（会場 和田小学校） 

 １１月 ３日（日）苔玉づくり教室  

    １０日（日）ふるさとまつり 

    １６日（土）学習発表会（会場 和田小学校） 

    ２３日（土）人権同和講演会 

    ２４日（日）健康ウォーキング 

 １２月 １日（日）あさひみんなの発表会 

    １５日（日）寄せ植え教室 
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あ と が き 

 和田公民館だより「やつおもて」を読んで下さって有難うございます。 

いろいろな人と出会い、話をしてみると知っているようで知らない地元

のことが沢山あることに気が付きました。そんなことをみんなで教えたり、

教えられたり出来たらいいなと思い、この便りを発行することにしました。 

和田地区の中の「ひと・もの・こと」何でもいいです。自薦、他薦は問

いません。紹介したいことをお知らせいただけるようになるといいなあと

思っています。 

地域の方と一緒につくる「やつおもて」にしていきたいと考えています

ので、皆さんのご協力をよろしくお願い致します。 

掲 示 板 

 
  

公民館には廃乾電池 

回収ボックスが設置されています。 

どうぞご利用下さい。 


